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当院では患者さんの試料・情報を利用させていただき、下記の臨床研究を弘前大学大学院

医学研究科倫理委員会の承認ならびに研究機関の長の許可のもと、倫理指針および法令を

遵守して実施します。 

 本研究への協力を望まれない患者さんは、下記連絡先までお申し出くださいますようお

願いいたします。 

 

臨床研究名称 Spatial transcriptome analysis を用いた胆道・膵臓癌の悪性度獲得因子

の解明 

 

研究の目的 

 本研究の目的は、予後不良である胆膵領域の癌細胞あるいは間質に特異的な分子マー

カーを、位置情報を含む網羅的遺伝子解析である Spatial transcriptome analysis を用いて

解析し、悪性度の解明に繋げることです。具体的には、GeoMx® Digital Spatial Profiler 

(GeoMx)、CosMx™ Spatial Molecular Imager (CosMx)という手法を用いて病理切片上に

発現する特異的な遺伝子を探索します。 

 

研究実施期間 

  

実施許可日 ～ 令和 9 年 3 月 31 日 

対象となる方 2000 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日の当科にて置ける胆膵領域癌に対

する 20 歳以上の手術症例を対象とします。 

利用させていただきたい試料・情報について 

当院のカルテ情報のうち、血液検査結果、画像所見、手術所見、病理所見などを使用し

ます。また、手術の切除標本の病理切片を診断や遺伝子パネル検査に影響しない範囲で使

用させていただきます。 

外部への試料・情報の提供 

現在のところ外部への資料提供の予定はございません。今後提供することになった場

合には、収集した情報は、個人を特定できる情報を削除したうえで提供いたします。 

本研究課題について，より詳細な内容をお知りになりたい場合は下記へご連絡ください。

患者さん／その代理人の方から，試料・情報の利用停止を求める申し出があった場合は，当

該患者さんの試料・情報については対象から除外します。ただし，連絡いただいた時点で既

に研究成果公表済の場合は，該当者のデータのみを削除する等の対応は出来かねますので，

ご了承願います。 



本件連絡先 

弘前大学大学院医学研究科 消化器外科学講座 

客員研究員 小笠原 健太 

TEL： 0172-39-5079 

Mail： h-ogasawara@hirosaki-u.ac.jp 

 


